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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒストンは、真核生物の染色体繊維のヌクレオソーム構造を担う基本的な核タンパク質です。ヌクレオソームは、4つのコアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）がそれぞれ対になってヒストン八量体に巻き付いた約146 bpのDNAで構成されています。クロマチン繊維は、リンカーヒストンH1とヌクレオソーム間のDNAとの相互作用によってさらに凝縮され、高次のクロマチン構造を形成します。コードされているタンパク質は、ヒストンH1ファミリーに属する複製非依存性ヒストンです。この遺伝子は、ほとんどのヒストン遺伝子とは異なり、イントロンを含んでいます。関連するマウス遺伝子は、卵母細胞でのみ発現します。[RefSeq提供、2015年10月]、機能：おそらくクロマチン構造の摂動を介して、卵形成および初期胚発生中の遺伝子発現制御に重要な役割を果たす可能性があります。卵母細胞期の卵母細胞における減数分裂成熟に必須。体細胞型リンカーヒストンH1cは、卵母細胞に移植されたドナー核において、急速にH1ooに置換される。H1cと比較してH1ooの可動性が高いことが、この急速な置換と胚性クロマチン構造の不安定性増大に寄与している可能性がある。H1cからH1ooへの急速な置換は、核リモデリングにおいて重要な役割を果たす可能性がある。,類似性：ヒストンH1/H5ファミリーに属する。,組織特異性：卵母細胞特異的。,
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	ヒストンH1（アセチル-Lys25）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COS7細胞ライセートをTSA 400nMで24時間処理し、ヒストンH1（アセチル-Lys25）抗体を用いてウェスタンブロット解析を行った。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。

